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八
六
二
年
の
ア
イ
オ
ワ
州
セ
ン
サ
ス
で
は
、

連
邦
政
府
の
土
地
処
分
は
売
却

sale

に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
レ
ン
ス
・
ダ
ン
ホ
フ
氏
の
論
文
が
詳
細
を
究
め
て
い
る
。

条
件
の
第
一
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
土
地
取
得
で
あ
ろ
う
。
ダ
ン
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
土
地
の
売
手
と
し
て
挙
げ
う
る
の
は
、
①
連
邦

政
府
、
②
州
政
府
、
③
公
有
地
を
下
付
さ
れ
た
る
会
社
、
④
私
的
投
機
師

(

1

)

 

で
あ
る
。

と
下
付

g
r
a
n
t

の
二
方
法
に
よ
っ
て
お
り
、
売
却
は
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
一
ド
ル
ニ
十
五
セ
ン

(

2

)

 

ト
を
最
低
価
格
と
す
る
競
売
と
一
八
五
四
年
以
後
の
等
級
別
価
格
に
よ
る
私
人
へ
の
売
却
と
で
あ
る
。
下
付
に
よ
る
も
の
は
、
主
と
し

(

3

)

 

て
軍
用
地
払
下
げ
に
よ
る
私
人
に
た
い
す
る
も
の
と
、
州
ま
た
は
運
河
1
1
鉄
道
会
社
に
た
い
す
る
も
の
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
個

人
に
売
却
さ
れ
た
連
邦
所
有
地
は
、
一
八
五

0
年
よ
り
一
八
六

0
年
の
間
に
お
い
て
、
連
邦
地
処
分
総
面
稼
の
二
十
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に

(

4

)

 

す
ぎ
ず
、
ま
た
個
人
へ
の
土
地
下
付
は
、
そ
の
二
十
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
連
邦
政
府
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
州
や
会
社
に
よ
っ
て
再
処
分
さ
れ
る
連
邦
下
付
地
は
、
第
一
級
地
な
ら
ば
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
一
ド
ル
ニ
十
五
セ
ン
ト
で
は
と
て

(

5

)

 

も
得
ら
れ
な
い
。

会
社
所
有
地
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
イ
リ
ノ
イ
1
1

セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
」
は
、

(

6

)

 

万
ェ
ー
カ
ー
を
ェ
ー
カ
ー
あ
た
り
平
均
十
一
ド
ル
五

0
セ
ン
ト
で
売
却
し
て
い
る
。
ま
た
私
的
投
機
師
の
役
割
も
重
要
で
あ
っ
て
、

州
私
有
地
の
半
分
以
上
（
約
一
、
五
0
0
万
エ
ー
カ
ー
）
は
不
在
所
有
で
あ
り
、

(

7

)

 

大
部
分
は
投
機
目
的
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
価
格
も
普
通
は
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
三
ド
ル
以
上
で
あ
る
。

部
分
的
改
良
地
は
、

そ
の
と
き
の
条
件
に
よ
り
、
処
女
地
に
比
し
て
と
き
に
有
利
、
と
き
に
不
利
と
さ
れ
、
そ
の
価
格
も
一
般
に
は

Z

(

8

)

 

七
ド
ル
な
い
し
―

0
ド
ル
と
い
う
高
値
で
あ
っ
た
。
か
か
る
土
地
の
所
有
者
は
、
純
然
た
る
投
機
師
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
開
墾
よ
り

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
＾
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

口
（
小
林
）

四一

ま
た
そ
の

一
八
五
四
年
か
ら
一
八
六

0
年
の
間
に
約
―
二
八

⑤
部
分
的
に
改
良
さ
れ
た
る
土
地
の
私
的
所
有
者
の
五
つ

---------'-―--• -------—-------__'__ ----—-- --
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い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
 Theory

• 

J,J. 
つ
い
て

植
付
け
に
い
た
る
必
要
な
作
業
を
施
し
て
そ
の
投
資
利
潤
と
地
価
の
騰
貴
と
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
職
業
的
開
拓
業
者
で
あ
っ

(

9

)

 

こ。
州
政
府
の
所
有
地
処
分
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
山
会
社
や
投
機
師
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
売
却
、
②
州
政
府
が
移
住
者
の
道
路
・

排
水
工
事
の
労
務
費
の
支
払
に
発
行
し
た
土
地
仮
証
券

l
a
n
d
script

に
よ
る
土
地
購
入
を
許
す
方
法
、
③
真
の
移
住
者
へ
の
即
時
無

(
1
0
)
 

償
払
い
下
げ
、
④
公
定
手
数
料
と
測
量
費
の
み
を
買
手
負
担
と
す
る
も
の
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

い
ず
れ
に
せ
よ
土
地
の
価
格
は
、
た
と
え
ば
英
人
観
察
者
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
ァ
ー
ド

J
a
m
e
s
C
a
r
e
d

の
い
う
よ
う

(
1
1
)
 

「
も
つ
と
も
考
慮
す
る
必
要
の
な
い
事
柄
」
で
あ
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ
土
地
を
取
得
し
て
の
ち
順
当
な
農
民
生
活
を
営

み
う
る
ま
で
の
費
用
で
あ
る
。

ま
ず
取
得
し
た
土
地
が
処
女
地
で
あ
れ
ば
、
①
樹
木
を
除
去
し
（
ク
リ
ヤ
ン
グ

C
l
e
a
r
i
n
g
)

、

(
1
2
)
 

k
i
n
g
)

、
⑳
5

主
と
し
て
放
牧
家
畜
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
土
地
の
周
囲
に
垣
を
廻
ら
す
こ
と
（
フ
ェ
ン
ツ
ン
グ

F
e
n
c
i
n
g
)

が
必
要
で
あ

ク
リ
ャ
リ
ン
グ
の
も
つ
と
も
安
く
て
良
い
方
法
は
、
樹
皮
を
剥
ぎ
、
樹
木
を
四
・
五
年
乾
燥
さ
せ
て
の
ち
に
焼
く
も
の
で
、

(

1

3

)

 

1
あ
た
り
五
ド
ル
な
い
し
八
ド
ル
を
要
す
る
。
普
通
の
方
法
は
樹
木
を
倒
し
て
二
年
間
ほ
ど
放
置
し
て
か
ら
焼
く
も
の
で
、
エ
ー
カ
ー

燥
期
に
そ
れ
を
焼
く
も
の
で
、

あ
た
り
の
費
用
は
一

0
ド
ル
と
い
わ
れ
る
。
も
つ
と
も
手
早
い
方
法
は
、
前
年
の
秋
に
樹
皮
を
剥
い
で
翌
春
に
樹
を
倒
し
、

(

1

4

)

 

エ
ー
カ
ー
あ
た
り
一
四
な
い
し
一
五
ド
ル
を
要
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ブ
レ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
連
牛
の
引
く
特
殊
の
プ
レ
ッ
カ
ー
で
灌
木
地
を
耕
す
場
合
は
、

ド
ル
を
要
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
草
原
の
場
合
は
、
玄
人
に
請
負
わ
せ
る
の
が
普
通
で
、

る。 に
ヽ

口
（
小
林
）

最
初
の
乾

そ
の
費
用
は
土
地
の
性
質
な
ど
に
よ
っ
て

エ
ー
カ
ー
あ
た
り
一

0
な
い
し エ

ー
カ

②
土
地
を
耕
し
（
プ
レ
ッ
キ
ン
グ

B
r
e
a
-

四
四
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取
り
い
れ
ま
で
半
年
を
待
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、

口
（
小
林
）

四
五 こ
の
場
合
に
は
最

(

1

5

)

 

一
般
に
は
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
ニ
ド
ル
五

0
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

(
1
6
)
 

「
草
原
農
場
の
場
合
、
垣
は
そ
の
価
値
の
三
分
の
一
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
で
あ

っ
た
。
処
女
地
の
開
拓
で
木
材
の
翌
富
に
得
ら
れ
る
場
合
は
、
必
要
な
の
は
労
働
費
用
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
ロ
ッ
ド
（
五
ヤ
ー
ド
半
）

あ
た
り
三
五
セ
ン
ト
な
い
し
七

0
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
た
が
つ
て
四
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
囲
む
の
に
、
三
二

0
ロ
ッ
ド
と
し
て
一

一
六
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
で
は
六
四

0
ロ
ッ
ド
と
し
て
前
記
の
倍
額
を
要
す
る
。
木
材
の
得
ら
れ
な

t
h
e
 p
o
s
t
 a
n
d
 

rail f
e
n
c
e
 

(

1

7

)

 

一
ロ
ッ
ド
あ
た
り
一
ド
ル
以
上
の
費
用
を
要
し
た
。

む
上
で
ま
ず
必
要
と
さ
れ
る
種
子
は
、
小
麦
な
ら
ば
エ
ー
カ
ー
あ
た
り
一
ド
ル
な
い
し
ニ
ド
ル
、

が
一
般
に
用
い
ら
れ
た
け
れ

ど
も
、
木
材
の
価
格
に
よ
っ
て
は
、

農
機
具
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ベ
ル
、
鋤
、
鍬
、
鎌
、
馬
具
、
四
輪
荷
馬
車
と
い
っ
た
椋
準
的
な
も
の
の
み
で
一

0
0ド
ル
程
度
の
投

(

1

8

)

（

19) 

資
を
怠
味
す
る
。
そ
れ
以
上
に
望
ま
し
い
刈
取
機
や
脱
穀
機
な
ど
を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
み
で
三
七
五
ド
ル
の
追
加
を
怠
味
す
る
。

(
2
0
)
 

家
畜
類
に
つ
い
て
は
、
馬
・
豚
・
食
用
飼
鳥
へ
の
最
低
限
の
投
資
に
一
五

0
ド
ル
な
い
し
二

0
0
ド
ル
を
要
す
る
。
ま
た
農
業
を
営

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ら
ば
小
麦
の
場
合

よ
り
や
や
少
額
の
投
資
を
必
要
と
す
る
。
た
だ
し
棉
花
を
栽
培
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
棉
花
の
種
子
は
、
す
く
な
く
と
も
北
部
で
は

(

2

1

)

 

事
実
上
無
価
値
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

最
初
の
収
獲
が
待
ら
れ
る
ま
で
の
入
植
家
族
の
生
活
費
は
、
入
植
の
季
節
に
よ
っ
て
も
ち
ろ
ん
異
な
る
。
早
春
に
到
着
す
れ
ば
秋
の

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
開
拓
地
に
着
き
、
冬
ま
で
に
家
を
建
て
、
乾
草
を
集
め
て
動
物
と
と
も
に
越
冬
す
る
の
だ
が
、

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
＾
S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
 T
h
e
o
r
y
}
>
に
つ
い
て

い
草
原
地
帯
で
は
、
木
材
を
節
約
す
る
た
め
の
筒
単
な
杭
と
横
木
の
垣

―
ニ
ド
ル
な
い
し
ニ
ニ
四
ド
ル
、

つ
ぎ
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
は
、
冬
に
道
な
き
未
開
地
を
横
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
困
難
で
あ
る
。
普
通
は

一
ド
ル
五

0
セ
ン
ト
か
ら
五
ド
ル
ま
で
の
開
き
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

'---・-・・ 
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い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 ̀

 

Theory

• 

に
つ
い
て

口
（
小
林
）

初
の
収
獲
ま
で
一
年
半
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
第
一
年
目
の
平
均
的
な
家
族
維
持
費
は
、
総
額
一

0
0
ド
ル
と
い
わ

(

2

2

)

 

れ
て
い
た
。

ダ
ン
ホ
フ
教
授
に
よ
れ
ば
、
開
拓
地
ま
で
の
交
通
費
の
一
般
化
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

の
移
住
者
で
あ
れ
ば
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
近
辺
よ
り

そ
の
交
通
費
と
は
時
間
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
な
い
東
部
海
岸
よ
り
の
移
民
の
場
合
に
は
、

一
日

一
ド
ル
半

た
と
え
ば
一
八
五
五

年
の
ボ
ス
ト
ン
よ
り
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
ま
で
の
鉄
道
運
賃
は
一
等
で
約
二
十
九
ド
ル
、
平
均
的
移
民
の
利
用
す
る
等
級
で
十
三
ド
ル
で

(

2

3

)

 

あ
り
、
交
通
費
は
大
き
い
と
は
い
え
な
い
が
無
視
で
き
な
い
費
目
で
あ
る
。

最
後
に
住
居
に
つ
い
て
は
、
材
木
の
安
い
森
林
地
桁
と
そ
う
で
な
い
草
原
地
恐
と
で
そ
の
建
設
費
に
相
迩
は
あ
る
が
、
速
成
の
ロ
ッ

グ
・
ケ
ビ
ン

l
o
g
cabin
で
二
十
五
ド
ル
な
い
し
一

0
0
ド
ル
、
も
つ
と
も
標
準
的
な
四
部
屋
付
き
の
家
屋
で
二
四
五
ド
ル
な
い
し

(

2

4

)

 

四
五

0
ド
ル
、
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
各
費
目
の
計
算
は
ま
っ
た
く
の
一
般
化
に
す
ぎ
ず
、
実
際
に
は
地
方
に
よ
り
、
ま
た
算
定
者
を
異
に
す
る
に
よ
り
、

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ダ
ン
ホ
フ
氏
は
、

そ
れ
を
別
表
の
よ
う
な
便
利
な
一
覧
表
に
集
約
し
て
い
る
。
ぞ
の
結
果
か
れ
は
、
西
部
農
民

と
な
る
た
め
の
文
字
通
り
最
低
限
の
費
用
を
一
、

0
0
0
ド
ル
と
見
放
つ
て
い
る
02
、
五
十
年
代
の
普
通
の
労
働
者
の
一
般
的
賃
金
が
一

日
一
ド
ル
に
も
達
せ
ず
、
ま
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヤ
ン
グ

E
d
w
a
r
d
Y
o
u
n
g

の
い
う
よ
う
に
熟
練
労
働
者
の
賃
金
と
て

な
い
し
ニ
ド
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
想
い
起
す
と
、
か
れ
ら
が
年
に
五

0
ド
ル
以
上
の
貯
金
を
な
し
う
る
と
は
、
と
て
も
期
待
で

(
2
6
)
 

き
な
い
。
か
く
て
ダ
ン
ホ
フ
教
授
は
、
労
働
者
の
西
部
移
住
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
は
な
は
だ
否
定
的
で
あ
る
。

四
六

そ
の
値



E
s
t
i
m
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t
e
d
 
Costs 
of 
F
a
r
m
-
M
a
k
i
n
g
:
 
1
8
5
0
~
6
0
 

S
i
u
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 L>
n
d
 
B
r
n
a
k
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I
 Total 

F
enc• 
Seed・ 
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Build-

Location 
I
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A
c
r
e
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 Cos
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g
 
m．
 g
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m. g
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＋
 
600 

＋
 
＋
 
500 

100 
＊
 
＋
 

California 
3,000 

4
0
 
400 

＋
 
1,400 

200 
＋
 
700 

＋
 
＋
 
300 

Illinois 
550 

40 
50 

＋
 
100 

20 
＋
 
140 

50 
20 
170 

Illinois 
785 

80 
100 I
 1

:~
! 

320 
4
0
 
195 

＋
 
＋
 
＋
 

十

Illinois 
896 

34 
170 

100 
4
6
8
 
71 

＋
 

十
＋
 
＋
 

Illinois 
920 

200 
3
2
0
 
＋
 
173 

千
＋
 
＋
 
＋
 
100 

27 

Illinois 
930 

45 
500 

＋
 

4＋
 
00 I
 
20 

＋
 
140 

50 
＋
 
220 

Illinois 
l, 411 

80 
360 

150 

~'! 
4
5
6
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 

Illinois; 
_
 

2,100 
160 I
 1, ooo 

,1oo75, '
 
400 

十
＋
 
＋
 
300 

＋
 

Illinois 
2,127 

80 
1,200 

320 I
 
236 

196 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 

Illinois 
2,290 

320 
240 
1,500 

＋
 

＊
 

＊
 
＋
 
＋
 

＊
 
550 

Illinois 
2,750 

160 
1,600 

225 
400 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
500 

25 

Illinois 
2,800 

100 
1,000 

1,250 
I
 
!
 
＊
 

＊
 

＊
 
＋
 
＋
 
＋
 
5
5
0
 

Illinois 
12,200 

640 
6,400 

1,300 
1,200 

800 
2,500 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 

I
o
w
a
 

440 
40 

50 
8
0
 
160 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
150 

I
o
w
a
 

850 
160 

200 
320 

320 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 

<> 
0
-

I
o
w
a
 

1,034 
80 

＋
 
＋
 

., 
＋
 
＋
 
＋
 
310 

＋
 
450 

374 

I
o
w
a
 

1,500 
8
0
 
250 

75 
1s I
 
75 

十
200 

100 
100 

5
5
0
 

,
.
.
;
~
~
"
'
「
椒
刹
中
挙
」

~
S
a
f
e
t
y
V
a
l
v
e
 T

h
eo

ry• 11. 
~
 今
ド

こ
(
-
S
~
)

臣
や

I
 
I
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＄
ぶ
~IQ

「
椒
411*器

」
~Safety

V
a
l
v
e
 T

heory• 1l 
0
 .S. 
¥--'
□
 (-S
垢）

回＜

I
o
w
a
 

2,650 
160 

200 
600 

600 
150 

200 
＋
 
＋
 
650 

250 

I
o
w
a
 

3,000 
400 
1,400 

180 
300 

＋
 
＋
 
305 

＋
 
150 

665 

M
i
c
h
i
g
a
n
 

277 
40 
＋
 
220 

40 
17 
＋
 
＋
 

十
＋
 
＋
 

M
i
c
h
i
g
a
n
 

2,475 
160 

225 
1,012 

＊
 

＊
 
338 

＋
 
＋
 
900 

＋
 

M
i
n
n
e
s
o
t
a
 

705 
160 

200 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
315 

73 
＋
 
117 

T
e
x
a
s
 

500 
100 

200 
＋
 
50 
＋
 
＋
 
50 
100 

50 
50 

T
e
x
a
s
 

715 
50 
150 

＋
 
60 
150 

＋
 
260 

25 
65 
＋
 

T
e
x
a
s
 

1,000 
160 

400 
＋
 
＋
 
＋
 
-1-

150 
150 

150 
150 

T
e
x
a
s
 

7,800 
160 

400 
＊
 
600 

＋
 
＋
 
4,450 

十
750 
1,600 

T
e
x
a
s
 

9,000 
1,000 

2,500 
＊
 
500 

＋
 
+
 
5,250 

＋
 
750 
+
 

Wisconsin 
1,690 

200 
250 

4
8
0
 
400 

160 
400 

＋
 
＋
 

十
-1-

Wisconsin 
2,000 

640 
800 

100 
200 

＋
 
＋
 
＋
 
350 

150 
＊
 
400 

Wisconsin 
2,500 

100 
1,600 

＊
 

＊
 

＋
 
5
6
0
・
1
0
0
 
＊
 
250 

I
 

L
 
*
印
は
、
そ
の
項
目
が
先
行
す
る
数
字
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す

2. 
+
印
は
、
そ
の
項
目
が
計
葬
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す

3. 
上
記
の
表
は
、
31
人
の
観
察
者
の
推
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ャ
に
つ
い
て
は
2
人
、
イ
リ
ノ
イ
に
つ
い
て
は
12
人
、
ア
イ

ォ
ワ
に
つ
い
て
は
6
人
、
ミ
ン
ガ
ン
に
つ
い
て
は
2
人
、
ミ
ネ
ソ
タ
に
つ
い
て
は
1
人
、
テ
ク
サ
ス
に
つ
い
て
は
5
人
、
ウ
イ
ス
コ
ン
ン

ン
に
つ
い
て
3
人
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
名
前
は
略
す
。

Clarence 
Danhof, F

a
r
m
-
M
a
k
i
n
g
 Costs 
a
n
d
 
the 
"Safety 
Valve": 
1
8
5
0
~
6
0
,
 
in 
the 
Journal 
o
f
 Political 

Economy, 

V
o
l
u
m
e
 X
L
I
X
,
 J
u
n
e
 
1941, 
P.327 

溢(,...)
Clarence 

Danhof, 
op. 
cit., 
p. 
329 



601 

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
 Theory

• 

1l
つ
い
て

口
（
小
林
）

四
九

(
2
)
 Ibid., 
P
.
3
2
9
 

(
3
)
 Ibid., 
P
P
.
3
2
9
~
3
3
0
 

(

4

)

一
八
五

0
年
か
ら
一
八
五
九
年
に
い
た
る
連
邦
地
の
処
分
面
腋
は
二

0
七、

0
0
0
、
・
O
O
O
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳

は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
I
b
笠
"
P
.
3
3
0
)
 

個
人
へ
の
売
却
•
•
…
…
…
·
五0
、

0

0
0
、

0
0
0

ェ
ー
カ
ー
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
二
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト

個
人
へ
の
下
付
：
…
…
…
•
五
二
、
0
0
0

、

0
0
0

ェ
ー
カ
ー
·
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
二
五
パ
ー
セ
ン
ト

州
へ
の
下
付
…
…
…
…
七
六
、

0
0
0

、

0
0
0

ェ
ー
カ
ー
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
三
七
パ
ー
セ
ン
ト

会
社
へ
の
下
付
…
…
…
…
二
八
、

0
9
0

、

0
0
0

ェ
ー
カ
ー
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
一
四
パ
ー
セ
ン
ト

計
•
…
…
•
•
二
つ
七
、

0
0
0

、

0
0
0

ェ
ー
カ
ー
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…

·
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

(

5

)

 

Ibid'" 
P
.
3
3
1
 

(
6
)
 Ibid., 
P
.
3
3
2
 • 

(
7
)
 Ibid., 
P
P
.
3
3
2
-
`
 
3
3
4
.
 

た
だ
し
合
衆
国
連
邦
土
地
局
は
、
投
機
を
重
視
せ
ず
、
一
八
五
七
年
の
そ
の
年
次
報
告
で
は
処
分
さ
れ
た

土
地
の
四
分
の
三
は
実
際
に
定
住
さ
れ
て
い
る
と
の
ぺ
、
一
八
五
九
年
の
報
告
で
も
、
同
様
の
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
け
れ
ど

も
プ
キ
ャ
ナ
ン
大
統
領
は
、
そ
う
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
五
七
年
の
年
頭
教
粛
の
な
か
で
、
「
投
機
は
最
近

公
有
地
に
広
汎
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
土
地
の
大
部
分
は
私
人
や
株
式
会
社
の
財
産
と
な
り
、
か
く
し
て
そ
の
価
格
は
、
真

の
定
住
の
た
め
の
土
地
買
入
れ
を
堕
ん
で
い
る
人
々
に
た
い
し
て
、
は
な
は
だ
し
く
騰
貨
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
。

(
8
)
I
b
笠
"
P
.
3
3
6
 

(
9
I
b
:
 
d., 
P
.
3
3
4

な
お
部
分
的
に
改
良
さ
れ
た
る
土
地
と
は
、

b
r
e
a
k
i
n
g
,
f
e
n
c
i
n
g
,
 
b
u
i
l
d
i
n
g
,
 
c
r
o
p
p
i
n
g

が
す
で
に
な
さ
れ
て

し
ま
つ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

(10) Ibid., 
P
P
.
3
3
7
~
3
3
8

な
お
こ
こ
に
い
う
四
つ
の
処
分
方
式
の
う
ち
、
第
一
の
方
式
で
は
、
信
用
期
限
は
通
常
一
、
二
年
で
あ
る

が
、
「
イ
リ
ノ
イ
1
1

セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
」
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
信
用
は
六
年
の
長
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
の
方
式
を
と
っ
た
州

は
メ
ー
ン
州
や
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
で
あ
る
。
第
三
の
方
式
の
例
は
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
と
、
、
、
ン
ガ
ン
州
と
に
み
ら
れ
る
。
第
四
方

式
は
、
テ
ク
サ
ク
州
が
一
八
五
三
年
以
後
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

＇鴫

I・ 

＇ 

~ —--·--·. 一---- ., ー・ー・・・・ 一— ‘ー. ---・・・・. -・. 
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い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

(
1
1
)
I
b
i
d
.》

P
.
3
3
9

(12) 
F
e
n
c
i
n
g

の
意
義
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
印
自
然
の
ま
ま
の
耕
地
は
家
畜
に
と
つ
て
の
自
由
地
で
あ

っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
常
に
成
長
す
る
作
物
に
と
つ
て
は
脅
威
で
あ
っ
た
こ
と
②
各
州
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
他
人
の
所
有

す
る
家
畜
に
よ
っ
て
蒙
っ
た
損
害
に
た
い
し
て
弁
済
を
求
め
る
条
件
と
し
て
、
垣
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

(Ibid., 
P
.
3
4
4
)
 

(13) 
Ibid., 
P
.
3
4
0

た
だ
し
、
こ
の
方
法
で
は
枯
死
し
た
樹
木
の
間
に
播
種
で
き
る
け
れ
ど
も
、
枝
や
幹
が
落
ち
て
か
な
り
の
損
失
を

も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

(14) 
Ibid., 
P
P
.
3
4
0
、

3
4
1
だ
が
こ
の
方
法
に
は
、

m
iた
え
ず
新
芽
を
出
す
む
~
い
切
株
に
何
年
も
邪
腐
さ
れ
る
し
、
②
ま
た
そ
の
た
め

に
樹
皮
の
剥
が
れ
た
木
の
根
を
堀
り
返
す
に
要
す
る
よ
り
も
数
年
も
長
く
耕
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

(15) 
Ibid., 
P
P
.
3
4
1
~
3
4
4
 

(16)

笙
d.,
P
.
3
4
5
 

(17) 
Ibid., 
P
P
.
3
4
5
~
3
4
6

要
所
々
々
に
太
い
杭
を
立
て
て
横
木
を
配
し
た

t
h
e
p
o
s
t
 
a
n
d
 rail 
f
e
n
c
e

と
対
照
的
な
の
は
、
い
わ

ゆ
る

t
h
e
V
i
r
g
i
n
i
a
 
rail 
f
e
n
c
e

で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
別
名

s
n
a
k
e
f
e
n
c
e

と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
、
荒
く
削
っ
た
横
木
の
一

端
を
他
の
横
木
の
一
端
に
一
定
の
角
度
で
の
せ
て
つ
く
っ
た
ジ
ク
ザ
ク
の
形
の
垣
の
こ
と
で
あ
り
、
材
木
を
多
く
必
要
と
す
る
た

め
に
材
木
が
股
富
に
安
く
手
に
入
る
場
合
に
用
い
ら
れ
た
。

(18) 
Ibid., 
P
.
3
4
7
 

• 

(19) 
Ibid., 
P
.
3
4
8

こ
れ
は
、
パ
ー
カ
ー
な
る
人
物
の
―
つ
の
評
価
に
す
ぎ
ず
、
最
低
必
要
農
機
具
の
品
目
を
ど
う
選
ぷ
か
、
ま
た
そ

の
価
格
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
よ
っ
て
、
最
低
費
用
の
例
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
な
お
種
子
条
播
機

(
s
e
e
d
drill)

は
、
五
〇

年
代
に
は
主
と
し
て
ミ
シ
ン
ッ
ピ
ー
河
以
東
の
地
に
限
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
次
第
に
西
部
で
も
望
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
始

め
て
い
た
し
、
刈
取
機

(
t
h
e
r
e
e
p
e
r
)

の
ご
と
き
は
、
西
部
の
労
働
力
供
給
の
過
少
の
た
め
に
、
基
本
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ

た
。
脱
穀

(
t
h
r
a
s
h
i
n
g
)

は
、
第
一
―
―
者
に
請
負
わ
す
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
農
業
の
機
械
化
を
伴
わ
ず
し
て
は
、
土

地
は
、
投
機
的
価
値
を
別
と
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
無
価
値
で
あ
っ
た
。

(
I
b
i
d
.
＂

p
.
 
3
4
7
)
 

(
2
0
)
I
b
i
d
.」

P
.
3
4
9

口
（
小
林
）

五
0
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ロ
（
小
林
）

五

(21) 
Ibid., 
P
.
3
5
0
 

(22) 
Ibid., 
P
.
3
5
1
 

(
2
3
)
I
b
i
d
.」
P
P
.
3
5
2
~
3
5
3

24 
Ibid., 
P
.
3
5
3
 

(25) 
Ibid., 
P
.
3
5
4
 
〔
ー
〕
な
お
定
住
費
用
に
つ
い
て
、
英
国
人
ウ
ィ
リ
ャ
ム
・
オ
リ
ヴ
ァ
ー
な
る
人
物
の
一
八
四
三
年
に
お
け
る
概
算

が
あ
る
。
す
わ
な
ち

＊
交
通
費
（
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
よ
り
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
ま
で
）

一
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ
1
1

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
経
由
：
…
…
…
…
…
•
食
車
つ
き
四
一
・
五

0
ド
ル
ー
五
八
ド
ル

…
…
…
…
…

•
9・
食
事
な
し
一
―
―

l
·
O
0
ド
ル
ー
ニ

0
ド
ル

二
、
ア
ル
パ
ニ
ー
1
1
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
経
由
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
食
事
な
し
一
六

・
O
0
ド
ル
ー
ニ
―
ド
ル

＊
家
屋
（
家
具
を
ふ
く
む
）
…
…
…
·
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
四
三
九
・
七
七
ド
ル

＊
農
場
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
一
、
二
七
七
・
六

0
ド
ル

＊
土
地
開
墾
の
た
め
の
附
加
的
用
具
·
:
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
一
五
七
•
五

0
ド
ル

の
ご
と
く
で
あ
る

〔
2
〕
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
通
過
後
の
一
移
住
者
に
よ
る
費
用
概
算
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

＊

夫

婦

と

子

供

二

人

の

最

低

交

通

費

一

0
0
ド
ル

＊

少

く

と

も

二

頭

の

連

牛

（

首

木

で

つ

な

い

だ

も

の

）

一

0
0
ド
ル

＊

四

輪

馬

車

一

台

一

0
0
ド
ル

＊
最
初
の
収
獲
ま
で
の
半
年
の
食
糧
(
-
日
五

0
セ

ン

ト

）

九

0
ド
ル

＊

必

要

な

る

農

機

具

一

五

0
ド
ル

＊
最
初
の
収
獲
の
た
め
の
種
子

’

1

0

0
ド
ル

＊

乳

牛

一

頭

五

0
ド
ル

六
九

0
ド
ル

計

以
上
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も

G
o
o
d
r
i
c
h
a
n
d
 D
a
v
i
s
o
n
,
 
^
 
T
h
e
 
W
a
g
e
-
E
a
r
n
e
r
 in 
t
h
e
 
W
e
s
t
w
a
r
d
 
m
o
v
e
m
e
n
t
'
I
I
,
 
in 

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
＾
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

L—―ーー・.. .• 一
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⑨
西
部
移
住
の
可
能
性
の
点
か
ら
み
て
も
、

い
る
。

(1) 

そ
の

批

半川

の

七
ロ帝

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
八
S
a
f
e
t
y
V
a
l
v
e
 Theory;;,> 1! 
つ
い
て

企
皿
―-m" 

Pclitical 
S
c
i
e
n
c
e
 
Q
u
 1rterly, 
1
9
3
6
.
 
P
P
.
 9
1
 1
 
9
2
 

(26) 
D
a
n
h
o
f
,
 op. 
cit., 
P
.
3
5
7

ま
た
西
部
で
の
機
会
と
最
も
密
着
し
て
い
る
農
業
労
働
者
に
し
て
も
、
一
般
に
食
事
と
部
屋
代
と
は

別
と
し
て
、
収
入
は
年
に
一
五
0
ド
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
お
、
移
住
の
資
金
源
は
、
通
常
は
現
金
貯
荼
ま
た
は
財
産
売
却
に

よ
る
現
金
収
入
で
あ
っ
て
、
と
く
に
財
産
の
流
動
化
は
、
東
部
の
農
民
た
ち
が
西
部
移
住
の
た
め
の
現
金
資
金
を
生
み
だ
す
た
め

の
共
通
の
方
法
で
あ
っ
た
。

(Ibid.,
P
.
3
5
6
)
 

か
く
し
て
安
全
弁
説
の
批
判
は
、

現
実
の
事
実
と
し
て
、
社
会
的
圧
力
を
滅
ず
る
と
い
え
る
ほ
ど
の
西
部
へ
の
労
働
移
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
証
拠
は
、
存

在
し
な
い
。
ま
た
現
実
に
移
住
し
た
と
思
わ
れ
る
少
数
例
に
つ
い
て
も
、

以
上
の
二
点
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

記
録
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
多
く
は
定
住
に
失
敗
し
て

移
住
入
植
に
要
す
る
諸
種
の
費
用
（
最
低
限
一
、

0
0
0
ド
ル
）
を
弁
ず
る
こ
と
は
、

当
時
の
賃
金
労
働
者
の
賃
金
水
準
を
前
提
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
証
拠
を
も
つ
て
固
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
、
賃
金
労
働
者
の
農
業
知
識
の
不
足
で
あ
る
。

八
五
七
年
の
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
紙
に
そ
の
警
告
が
み
ら
れ
る
。

「
農
業
は
、
他
の
仕
事
と
お
な
じ
く
知
識
、
経
験
、
お
よ
び
熟
練
を
要
す
る
仕
事
で
あ
る
。
都
市
で
生
れ
て
育
っ
た
も
の
が
三
十
オ
な
い
し
四
十
オ
に

(

1

)

 

し
て
農
場
に
移
り
、
す
ぐ
に
能
率
的
で
質
朴
か
つ
有
望
な
農
民
と
な
る
こ
と
な
ど
、
だ
れ
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
」

と
C

農
業
専
門
家
の
ジ
ョ
—
ジ
・
ゲ
ッ
ヅ
氏
G
e
o
r
g
e
G
e
d
d
e
s
も

口
（
小
林
）

五
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用
と
い
う
通
念
化
さ
れ
た
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
は
一
向
に
減
じ
た
風
が
な
い
。

(

3

)

 

に
い
た
る
各
十
年
間
の
一
大
経
済
疾
患
だ
っ
た
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
え
な
い
」
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
自
由
地
は
、

(

4

)

 

第
三
に
、
東
部
過
剰
人
口
の
大
半
は
「
公
有
地
に
憧
れ
う
る
距
離
内
に
さ
え
い
な
か
っ
た
」
と
い
つ
て
よ
く
、
十
九
世
紀
末
の
「
合
衆

国
産
業
委
員
会
」
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
開
拓
民
は
一
般
に
東
部
お
よ
び
南
部
諸
州
出
身
の
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
て
、

か
れ
ら
は
「
子
供
に
そ
れ
ぞ
れ
農
場
を
遺
こ
し
て
や
れ
る
」
よ
う
に
、

(

5

)

 

農
場
を
売
り
払
っ
た
」
農
民
で
あ
っ
た
。

(

6

)

 

第
四
に
、
土
地
投
機
の
慣
行
の
一
般
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
ダ
ン
ホ
フ
教
授
も
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
一
八
九
一

年
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
修
正
（
公
有
地
取
得
の
条
件
と
し
て
実
際
の
定
住
が
か
な
ら
ず
し
も
必
要
で
な
く
な
っ
た
）
の
た
め
に
一
般
人
の
土
地

(

7

)

 

投
機
が
盛
ん
と
な
り
、
か
く
て
広
大
な
ホ
ー
ム
テ
ッ
ド
は
、
現
実
の
定
住
を
意
味
し
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
や
証
拠
の
た
め
に
、
グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
の
二
人
に
し
て
も
、
ま
た
ダ
ン
ホ
フ
や
シ
ャ
ノ
ン
の
両
教
授

に
し
て
も
、
と
も
に
自
由
地
の
減
圧
作
用
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
そ
の
否
定
の
度
合
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
安
全

弁
は
ま
っ
た
く
開
か
な
か
っ
た
の
か
、

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

そ
れ
と
も
そ
の
開
き
方
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た
の
か
で
あ
る
。
こ
の
点
で
上
記
の
四
人
は
、
多
少

ロ
（
小
林
）

は
な
ん
ら
問
題
を
解
決
し
な
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。

第
二
の
証
拠
は
、

と
説
い
て
い
る
。

い
さ
さ
か
趣
き
を
異
に
す
る
。

五

「
新
し
い
土
地
に
大
き
な
農
楊
を
買
う
た
め
に
、

そ
の
小
さ
な

そ
の
意
味
で

「
失
業
が
一
八
六
五
年
か
ら
十
九
世
紀
未
葉

「
農
村
で
生
活
し
た
こ
と
な
し
に
都
会
生
活
よ
り
直
ち
に
移
住
し
、
未
熟
の
考
の
赴
く
ま
ま
に
自
己
の
手
労
働
に
も
っ
ぼ
ら
依
存
す
る
人
々
の
営
む

(

2

)

 

農
業
が
、
成
功
し
た
例
は
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
え
な
い
。
」

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
ノ
ン
教
授
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
安
全
弁
の
減
圧
作

｝ 
~---___ : .. , ... 
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る
。
し
か
も
か
れ
ら
は
、

そ
の
点
で
ま
っ
た
＜
腕
の
よ
く
利
く
戦
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

と
。
ダ
ン
ホ
フ
教
授
の
結
論
も
同
様
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 TheoryJ)>
に
つ
い
て

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、

そ
の
結
論
は
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
。

「
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
安
全
弁
説
を
受
け
い
れ
な
い
の
は
、
タ
ー
ナ
ー
や
そ
の
迫
従
者
た
ち
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
直
接

「
安
全
弁
は
こ
こ
で
は
労
働
者
よ
り
は
む
し
ろ
農
民
の
そ
れ
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
作
用
が
産
業
賃
金
の
水
準
を
上
昇
せ
し
め
る
傾
向
に
あ
っ

(

8

)

 

た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
疑
う
必
要
は
な
い
」

「
諸
君
の
弁
は
肝
野
の
と
き
に
作
用
し
な
い
習
性
を
も
つ
て
お
り
、
そ
の
反
対
に
圧
力
の
商
く
な
い
と
き
で
す
か
ら
労
働
の
細
い
流
れ
を
放
出
し
て

(

9

)

 

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
…
…
…
•
•
•
そ
れ
を
南
京
豆
焙
り
器
の
な
か
の
笛
と
呼
ん
で
満
足
し
て
い
た
ま
え
」

「
西
部
で
の
農
場
設
置
の
費
用
を
考
え
る
と
、
西
部
の
農
場
設
置
の
機
会
を
、
東
部
賃
金
労
働
者
の
地
位
を
直
接
に
決
定
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

は
、
明
か
に
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
部
賃
金
労
働
者
が
実
際
に
西
部
移
住
に
参
加
し
た
範
囲
内
に
お
い
て
、
東
部
で
莉
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
結

(
1
0
)
 

果
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
」

(
1
1
)
 

「
…
…
か
か
る
影
響
（
安
全
弁
の
そ
れ
）
は
、
確
か
に
ま
た
明
か
に
第
二
次
的
で
あ
っ
た
」

と
。
い
い
か
え
れ
ば
、
か
れ
ら
は
、
安
全
弁
説
そ
の
も
の
よ
り
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
タ
ー
ナ
ー
製
の
安
全
弁
に
挑
戦
し
て
い
た
の
で
あ

註

(
1
)
N
e
w
 Y
o
r
k
 
T
r
i
b
塁
e.
A
p
r
i
l
 8
,
 
1
8
5
7
,
 
in 
G
o
o
d
r
i
c
h
 a
n
d
 D
a
v
i
s
o
n
,
'
T
h
e
 
W
a
g
e
 ,
 
E
a
r
n
e
r
 
in 
t
h
e
 
W
e
s
t
w
a
r
d
 M
o
v
e
m
e
n
t
'
I
I
,
 

と
。
ま
た
シ
ャ
ノ
ン
教
授
は
い
う
。

の
言
葉
ど
お
り
の
形
態
に
お
い
て
で
あ
る
」

グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
は
い
う
。

□

（
小
林
）

五
四
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1
9
3
6
,
 
P
P
.
 8
9
、
9
0

(
2
)
I
b
i
d
'
"

＾^
 
F
a
r
m
e
r
'
s
 E
x
t
r
a
,
"
 
S
u
p
p
l
e
m
e
n
t
.
 
1
8
7
8
,
 
i
n
 
op. 
cit., 
P
.
9
0
 

(
3
)
 F
r
e
d
e
r
i
c
 A
.
 S
h
a
n
n
o
n
,
 
'^
T
h
e
 H
o
m
e
s
t
e
a
d
 A
c
t
 a
n
d
 t
h
e
 
L
a
b
o
r
 S
u
r
p
l
u
s
"
 
i
n
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
R
e
v
i
e
w
,
 
1936. P
.
6
5
1
 

た
と
え
ば
人
口
の
倍
加
し
た
一
八
六

0
年
ー
一
八
九

0
年
に
工
業
人
口
は
三
・
ニ
五
倍
の
培
加
を
し
め
し
、
人
口
の
六
三
・
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト

の
増
加
を
し
め
し
た
一
八
七

0
年
ー
一
八
九

0
年
に
、
工
業
人
口
は
倍
加
し
た
が
、
農
業
人
口
の
増
加
は
わ
ず
か
四
十
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
す

ぎ
な
い
。
し
か
も
一
八
七

0
年
代
や
八

0
年
代
の
農
業
危
機
に
は
都
市
失
業
者
は
た
え
ず
増
加
し
、
か
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
や
ゴ
ッ
ド

ウ
イ
ン
・
ム
ー
デ
ィ
の
描
く
ご
と
き
現
実
が
発
生
す
る
。
キ
ャ
ロ
ル
・
ラ
イ
ト
博
士
の
推
定
で
は
、
専
門
職
業
と
個
人
サ
ー
ピ
ス
業
を
の
ぞ

く
一
八
八
五
年
の
全
失
業
者
は
九
九
八
、
八
三
九
人
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
失
業
を
含
め
れ
ば
、
そ
れ
は
一
、
三

0
0
、

0
0
0
人
以

上
と
な
ろ
う
と
。
一
八
八
四
年
か
ら
八
五
に
い
た
る
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
の
失
業
率
は
二
九
•
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
四
一
、
五
八
九
人
）
と

さ
れ
る
。

(Ibid.,
P
P
.
 6
4
8
~、6
5
1
)

ま
た
信
頓
し
う
る
一
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
八
六
八
年
の
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
市
に
は
、
少
く
と
も
二
万

人
の
失
業
者
が
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(J.
R
.
 
C
o
m
m
o
n
s
,
 H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 L
o
b
o
r
 i
n
 
t
h
e
 
U
n
i
t
e
d
 States, 
V
o
l
.
 
II, 
P
.
1
2
3
)
 

(
4
)
 S
h
a
n
n
o
n
,
 op. 
cit., 
P
.
6
4
5

一
八
六
二
年
に
ま
だ
公
有
地
の
残
存
し
て
い
た
二
九
州
の
う
ち
、
ミ
ン
シ
ッ
ピ
ー
河
以
東
に
あ
る
の
は
、
わ

ず
か
八
州
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
一
八
六

0
年
の
第
八
回
連
邦
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
三
四
州
の
う
ち
の
三

0
州
に
お
い
て
、
移
民
の
定
住
地

は
、
か
れ
ら
の
生
誕
州
の
隣
接
州
で
あ
っ
た
。
こ
の
領
向
は
、
そ
の
後
も
変
つ
て
い
な
い
。

(
5
)
 Ibid., 
P
.
6
4
6
ま
た
い
う
「
そ
の
巡
動
は
、
農
場
か
ら
農
場
へ
、
ま
た
は
の
ち
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
農
場
か
ら
都
市
へ
で
あ
っ
た
。
都
市
か

ら
農
場
ヘ
ー
労
働
者
の
小
屋
か
ら
農
場
へ
の
動
き
は
稀
で
あ
っ
た
」
と
。

(
6
)
 C
l
a
r
e
n
c
e
 D
a
n
h
o
f
,
 F
a
r
m
 ,
 
M
a
k
i
n
g
 C
o
s
t
s
 a
n
d
 t
h
e
 

^
 
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
'
:
 
1
8
5
0
~、
60,

i
n
 
the 
J
o
u
,
 ｀md
l
o
f
P
o
l
i
i
i
c
a
l
E
C
oミ
0
m
y

P
P
.
3
3
2
~
3
3
4
 

(
7
)
 S
h
a
n
n
o
n
,
 op. 
cit., 
P
.
 
6
4
7

一
八
六
二
年
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
は
、
投
機
を
目
的
と
し
な
い
真
の
移
住
者
は
五
年
間
定
滸
し
て
開
拓
を

行
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
一
六
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
無
償
で
与
え
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
仁
れ
は
、
一
八
七

0
年
に
い
た
り
、

従
軍
者
に
は
五
年
間
定
着
の
条
件
が
免
除
せ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
一
八
九
一
年
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
修
正
は
、
名
目
上
十
四
ケ
月
、
実

際
上
は
八
ヶ
月
の
定
住
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
後
は
公
有
地
を
金
で
買
い
う
る
こ
と
を
一
般
化
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
、
大
い
に
投
機
を
刺

激
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
八
八
二
年
か
ら
一
九

0
四
年
に
い
た
る
間
に
、
一
三
九
、

0
0
0
人
が
二
、

0
0
0
万
エ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム
ス

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
＾
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

口
（
小
林
）

五
五
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(

1

)

 

批
判
の
す
ざ
ま
し
さ
に
比
較
す
る
と
、
ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ェ
フ
ァ
ー
博
士
の
反
批
判
は
、
健
気
な
が
ら
も
い
さ
さ
か
悲
壮
で
あ
る
。
博

士
は
、
も
っ
ぱ
ら
グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
の
方
法
論
を
攻
撃
し
て
い
る
。

山
両
氏
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
各
界
に
お
い
て
安
全
弁
説
が
遍
く
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
新
聞
の
沈

黙
を
理
由
と
し
て
そ
れ
を
否
定
す
る
。

と
い
う
論
理
的
に
危
険
な
方
法
で
あ
る
。
②
奇
妙
な
こ
と
に
両
氏
は
、

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
い
る
。
③
両
氏
の
依
拠
し
た
資
料
は
、
新
聞
以
外
で
は
ま
っ
た
く
限
定
さ
れ
て
い
る
、

(
2
)
 

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち

そ
の
六、

反

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
＾
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

テ
ッ
ド
を
金
銭
に
て
取
得
し
て
い
る
が
、
一
部
の
地
方
で
は
、
取
得
さ
れ
た
土
地
の
十
分
の
九
が
、
所
有
権
確
保
の
の
ち
三
ヶ
月
以
内
に
処

分
さ
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
の
な
か
に
は
、
カ
ナ
ダ
人
あ
り
、
ま
た
投
機
目
当
て
の
他
の
外
国
人
あ
り
、
さ
ら
に
は
休
暇
の
数
ヶ
月
の
間
に
前

述
の
方
法
で
副
収
入
の
途
を
は
か
っ
た
女
教
師
の
ご
と
き
婦
人
連
が
あ
っ
た
。

(
8
)
 G
o
o
d
r
i
c
h
 a
n
d
 D
a
v
i
s
o
n
,
 
op. 
cit., 
P
.
1
1
5
 

(
9
)

一
九
三
七
年
四
月
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
渓
谷
歴
史
協
会
の
会
合
に
お
け
る
ン
ャ
ノ
ン
教
授
の
発
言
。
た
だ
し

G
o
o
d
r
i
c
h
a
n
d
 
D
a
v
i
s
o
n
,
 

ĉ t
h
e
 
F
r
o
n
t
i
e
r
 
as 
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
:
 
A
 Rejoinder", 
in 
Political 
Science 
Quarterly, 
V
o
l
u
m
e
 L
 III, 
J
u
n
e
 
1938. 
P.271 

よ
り
。

(10) 
D
a
n
h
o
f
,
 op. 
cit., 
P
.
3
5
9
 

(
1
1
)
I
b
i
d
.》

P
.
3
5
9

こ
れ
は
、

批

ア
ル
グ
メ
ン
タ
ム
・
エ
ク
ス
・
シ
レ
ン
チ
オ

the
a
r
g
u
m
e
n
t
u
m
 e
x
 silentio 

判

反

批

判

と

そ

の

回

答

ア
メ
リ
カ
植
民
時
代
の
最
大
の
安
全
弁
論
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

□

（
小
林
）

五
六

と
い
う

_L一---

， 
-- - - -・--- ---一
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第
一
の
論
点
に
つ
い
て
、
シ
ェ
フ
ァ
ー
博
士
は
い
う
。
新
聞
記
事
を
証
拠
と
す
る
こ
と
自
体
が
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
通
常
の

西
部
へ
の
移
住
は
個
人
や
家
族
、
親
類
、
友
人
な
ど
を
単
位
と
す
る
静
か
な
移
動
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
通
常
の
新
聞
編
集
者
の
ニ
ュ

(

3

)

 

ー
ス
閑
心
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
新
聞
記
事
か
ら
は
、
平
凡
な
移
住
は
探
せ
な
い
。
ま
た
賃
金
労
働
者

を

排

除

し

て

い

る

が

、

職

人

な

る

も

の

の

実

態

よ

り

判

断

す

れ

ば

、

の

範

疇

よ

り

除

く

こ

と

は

正

し

く

な

(

4

)

（

5
)
 

い
。
な
お
両
氏
の
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
場
労
働
者
が
農
民
と
な
っ
た
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
。

(

6

)

 

第
二
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
か
れ
の
一
七
五
一
年
の
植
民
に
関
す
る
観
察
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

(

7

)

 

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

第
三
の
資
料
の
点
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
連
邦
セ
ン
サ
ス
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
ま
た
郡
の
歴
史
が
正
し
く
利
用
さ
れ
て

(

8

)

 

い
な
い
こ
と
が
非
難
さ
れ
て
い
る
。
シ
ェ
フ
ァ
に
よ
る
と
、
セ
ン
サ
ス
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
か
な
り
の
数
の

(

9

)

 

タ
ウ
ン
の
一
八
八

0
年
時
の
農
民
の
二
五
な
い
し
六

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
は
、
三
十
年
前
は
労
働
者
か
職
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

ミ
ネ
ソ
タ
州
の
各
郡
に
つ
い
て
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ネ
イ
ル

E
d
w
a
r
d
D. Neill
氏
の
歴
史
に
よ
る
と
、

民
の
一
七
・
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
三
三
五
人
の
前
歴
は
、
五
五
人
が
職
人
、
五
六
人
が
農
業
雇
人
お
よ
び
借
地
農
、
六
八
人
が
普

(
1
0
)
 

通
の
労
働
者
で
あ
っ
た
。
な
お
農
業
労
働
の
知
識
と
経
験
の
欠
除
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
デ
・
ハ
ー
ス

D
e
H
a
a
s

の
言
葉
を
引
用

(

1

1

)

 

し
、
必
要
な
の
は
、
知
識
と
経
験
よ
り
は
意
欲
と
能
力
と
体
力
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
シ
ェ
フ
ァ
ー
氏
は
安
全
弁
の
作
用
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
表
現
は
か
な
り
微
妙
で
あ
る
。
か
れ

(

1

2

)

 

「
そ
の
満
た
さ
れ
る
可
能
性
の
存
し
な
い
ほ
ど
の
強
い
要
求
を
『
安
全
弁
』
に
求
め
る
」
も
の
の
居

こ
（
小
林
）

し
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
人
S
a
f
e
t
y
V
a
l
v
e
 Theory

• 

1l
つ
い
て

は
、
批
判
者
た
ち
の
な
か
に
は
、

に
つ
い
て
の
両
氏
の
定
義
は
明
確
で
な
く
、

職
人
を

w
a
g
e
 ,
 
e
a
r
n
m
g
 

五
七

c
r
a
f
t
m
a
n
 

w
a
g
e
-
e
a
r
n
e
r
 

や
農
業
労
働
者

一
八
八
一
年
の
ダ
コ
タ
郡
の
全
農

か
れ
ら
は
そ
れ
を
工
場
労
働
者
に
限
定
し
て
独
立
の
職
人
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い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

ソ
ン
の
両
氏
す
ら
も
、

(
1
3
)
 

る
こ
と
を
非
難
し
、
相
対
的
に
み
る
な
ら
ば
安
全
弁
は
「
い
ち
ぢ
る
し
い
成
功
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ

(14) 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
が
産
業
賃
金
水
準
を
ひ
き
上
げ
る
條
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
点
を
衝
く
。
し
か
も

最
後
に
「
安
全
弁
と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
の
影
密
は
多
分
に
心
理
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
者
、
使
用
者
お
よ
び
一
般
大
衆
に
ひ
と

し
く
作
用
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。

い
わ
ば
批
判
者
た
ち
と
シ
ェ
フ
ァ
ー
と
の
相
途
は
、
非
常
に
裁
然
と

註
(

1

)

J
o
s
e
p
h
 
S
c
h
a
f
e
r
,
 "^ C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 t
h
e
 F
r
o
n
t
i
e
r
 a
s
 S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
"
 in Political 
S
c
i
e
n
c
e
 
Q
u
a
r
t
e
r
l
y
,
 V
o
l
u
m
e
 LII, S
e
p
t
e
m
b
e
r
 

1
9
3
7
,
 
N
u
m
b
e
r
 -3
 

(
2
)
I
b尽•
P
P
.
 4
0
7
 1
 
4
0
8
 

(
3
)
I
b
尽
"
P
.
4
1
2
 

(
4
)
 Ibid., 
P
P
.
4
1
3
~
 ̀

 
4
1
4

職
人
は
、
の
ち
に
は
独
立
の
自
営
業
者
と
な
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
は
熟
練
を
売
る
と
こ
ろ
の
貨
金
稼
得
的
労
働

者
で
あ
る
。
い
わ
ば
w
a
g
e
,
 
e
a
r
n
i
n
g
 
skilled 
w
o
r
k
e
r
s
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
の
外
国
人
観
察
者
た
ち
も
、
そ
の
話
し
あ
っ
た
フ
ロ

ン
テ
ィ
ヤ
ー
農
民
が
以
前
は
w
a
g
e
,
 
e
a
r
n
i
n
g
 
c
r
a
f
t
m
a
n
で
あ
り
、
不
況
に
よ
り
西
部
移
住
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
報
じ

て
い
る
。

(

5

)

た
と
え
は
、
一
八
距
八
年
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
の
ロ
ウ
エ
ル
市
で
、
当
市
で
名
あ
る
工
場
に
慟
い
て
い
た
若
い
婦
人
た
ち
が
貯
金
を
し
て
六

0
0
ド
ル
を
溜
め
、
結
婚
し
て
独
立
の
農
場
を
営
む
ぺ
く
夫
と
と
も
に
西
部
に
向
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
マ
ッ
ケ
イ
な
る
人
物
が
の
ぺ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
シ
ェ
フ
ァ
博
士
は
、
こ
れ
で
は
あ
ま
り
「
大
ざ
つ
ば
に
す
ぎ
る
」
け
れ
ど
も
、
ロ
ウ
エ
ル
の
場
合
は
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
農
家
の
子
女
が
、
そ
う
い
う
考
え
か
ら
工
場
で
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
例
は
、
典
型
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
シ
カ
ゴ
市
で
勤
務
し
て
い
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
レ
ン
大
尉
は
、
一
八
三
五
年
九
月
三

0
日
に
上
官
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
グ
レ
イ

シ
ョ
ッ
ト
将
軍
に
、
つ
ぎ
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
労
慟
者
た
ち
は
、
「
·
…
…
…
•
•
一
日
一
ド
ル
五0
セ
ン
ト
な
い
し
ニ
ド
ル
の
貨
金
率
で

働
き
続
け
る
の
を
拒
み
、
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
か
い
ず
こ
か
へ
行
っ
て
、
公
有
地
が
市
場
に
売
り
だ
さ
れ
る
と
き
に
は
最
低
価
格
で
そ
れ
を
入

区
分
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
の
で
あ
る
。

口
（
小
林
）

五
八
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シ
ェ
フ
ァ
ー
の
反
批
判
が
発
表
さ
れ
る
と
、
グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
と
は
、

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
 T
h
e
o
r
y
;
,
,
 に
つ
い
て

そ
の

そ

の

回

答

口
（
小
林
）

五
九

手
せ
ん
と
の
確
固
た
る
確
信
を
も
つ
て
、
公
有
地
に
居
を
定
め
た
・
…
…
,
．
」
と
。

(Ibid.,
P
P
A
1
5
~
4
1
6
.
 &
 f
o
o
t
n
o
t
e
)
 

(
6
)
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
い
う
。
「
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
の
）
こ
の
保
健
的
効
果
は
、
移
住
が
な
く
と
も
生
み
だ
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
移

住
の
た
ん
な
る
可
能
性
の
結
果
と
し
て
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
'
.
,
：
・
'
』
（
Ibid,
P
.
4
0
9
)
 

(
7
)

ハ
ミ
ル
ト
ン
は
い
っ
「
独
立
の
土
地
．
所
有
者
た
ら
ん
と
す
る
欲
求
は
、
人
間
の
心
の
中
の
非
常
に
強
い
原
則
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
の
で
、

か
く
た
り
う
る
機
会
が
合
衆
国
に
お
け
る
と
同
じ
ほ
ど
大
き
い
と
こ
る
で
は
、
さ
も
な
け
れ
ば
そ
の
地
位
が
独
立
土
地
所
有
者
と
な
る
に
至

ろ
う
人
々
の
う
ち
、
そ
れ
よ
り
工
業
へ
と
転
ぜ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
も
の
の
割
合
は
、
小
さ
な
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
。

(Ibid.,
P
.
 
4
1
1
)
 

(
8
)
西
部
の
農
民
の
起
加
を
調
ぺ
る
上
で
重
要
な
二
つ
の
資
料
が
あ
る
。
そ
の
一
っ
は
、
グ
ッ
・
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
の
両
氏
に
よ
っ
て
無
祝
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち

t
h
e
m
a
n
u
s
c
r
i
p
t
 
f
e
d
e
r
a
l
 
c
e
n
s
u
s

で
あ
る
。
こ
れ
は
年
次
の
相
異
な
る
セ
ン
サ
ス
の
比
較
に
よ
っ

て
、
同
一
人
物
の
職
業
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
故
に
有
用
で
あ
る
。
他
は
、

c
o
u
n
t
y
h
i
s
t
o
r
y

で
あ
っ
て
、
両
氏
は
こ
れ
を
調
ペ

た
と
の
ぺ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
の
も
っ
と
も
生
き
た
資
料
、
す
な
わ
ち
農
民
の
伝
記
的
ス
ケ
ッ
チ
を
、
か
れ
ら
が
利
用
し
た
と
い
う
証
拠

は
な
い
。

(Ibid.,
P
P
.
 4

1

6

~

4

1

7

)

'

 

(
9
)
I
b
i
d
.
＂ 

P
.
4
1
7
 

(
1
0
)
I
b
i
d
.＂ 

P.417・

な
お
シ
ェ
フ
ァ
ー
は
い
う
。
ア
イ
オ
ワ
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
、
カ
ン
サ
ス
、
イ
リ
ノ
イ
の
記
録
を
綜
合
す
れ
ば
、
一
八
八

0
年
前

後
の
中
西
部
農
民
の
三
分
の
一
は
、
一
般
労
働
者
ま
た
は
熟
錬
労
働
者
が
そ
の
前
身
で
あ
っ
た
。

(Ibid.,
P
.
4
1
8
)
 

(
1
1
)
 
Ibid., 
P
P
.
1
1
8
~
1
1
9

さ
て
一
八
四
七
年
に

D
e
H
a
a
s

は
い
う
。
「
仕
事
は
す
ぺ
て
、
こ
こ
で
は
非
常
に
簡
単
で
あ
る
。
そ
し
て
農
業
を

学
ひ
と
ろ
う
と
切
氾
し
て
い
る
も
の
に
た
い
し
て
は
、
よ
き
農
に
と
い
う
も
の
は
真
に
教
え
が
い
の
あ
る
全
く
未
経
験
の
移
民
よ
り
速
や
か

に
生
れ
で
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
経
験
あ
る
隣
人
が
非
常
に
熱
心
に
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
。

(12)
（

13)
（

14) 
Ibid., 
P
.
4
1
9
 

(
1
5
)
I
b

尽
•
P
.
4
2
0
 

(

1

)

 

そ

の

翌

年

直

ち

に

短

い

回

答

文

を

書

い

て

い

る

。

そ
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ス
の
利
用
は
、

第
三
の
資
料
の
点
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
「
謎
」

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

の
な
か
で
二
人
は
、
シ
ェ
フ
ァ
ー
の
論
点
の
一
面
の
正
し
さ
を
認
め
な
が
ら
も
、
な
ん
ら
自
説
を
修
正
ま
た
は
撤
回
し
て
い
な
い
。

第
一
に
、
ア
ル
グ
メ
ン
タ
ム
・
エ
ク
ス
・
シ
レ
ン
チ
オ
と
い
う
方
法
論
上
の
批
判
に
た
い
し
て
は
、
そ
の
論
理
的
危
険
性
は
多
分
に

あ
る
と
し
て
も
、
賃
金
労
働
者
の
西
部
移
住
に
つ
い
て
の
証
拠
の
沈
黙
が
有
力
な
証
拠
に
よ
っ
て
破
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
大
蘊
の
労
働

(

2

)

 

移
動
は
な
お
疑
問
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
二
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
つ
い
て
の
シ
ェ
フ
ァ
ー
の
指
摘
は
、
す
み
や
か
に
譲
歩
さ
れ
う
る
。
し
か
し
安
全
弁
批
判
の
目
的
の
ひ
と

つ
は
、
事
実
と
し
て
で
は
な
し
に
思
想
と
し
て
の
安
全
弁
の
「
遍
在
」

u
b
i
q
u
i
t
y

を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、

(

3

)

 

ハ
ミ
ル
ト
ン
か
ら
の
引
用
は
、
か
え
つ
て
そ
の
遍
在
を
証
明
す
る
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な
い
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
や

(
t
h
e
 
crux)
で
あ
る
。
グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
の
関
心
は
西
部
の
農

(

4

)

 

民
と
な
っ
た
東
部
の
賃
金
労
働
者
で
あ
つ
て
、
移
住
者
一
般
や
西
部
の
賃
金
労
働
者
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
シ
ェ
フ
ァ
ー

(

5

)

 

の
い
う
と
こ
ろ
の
西
部
農
民
と
な
っ
た
西
部
の
職
人
や
外
国
移
民
労
働
者
の
例
は
、
一
向
に
問
題
を
前
進
さ
せ
な
い
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・

(

6

)

 

ネ
イ
ル
氏
の
い
う
ダ
コ
タ
郡
の
労
働
者
前
歴
を
も
つ
農
民
に
つ
い
て
も
、
前
居
住
地
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
セ
ン
サ

一
郎
内
で
の
労
働
者
の
農
民
へ
の
転
化
を
示
す
に
は
役
立
つ
て
も
、
た
と
え
ば
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
の
一
職
工
が
ウ
ィ

(

7

)

 

ス
コ
ン
シ
ン
州
の
一
農
夫
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
に
は
役
立
た
な
い
b

ま
た
農
業
労
働
の
修
得
に
つ
い
て
の
シ
ェ
フ
ァ
ー
の
主
張
は
、

(

8

)

 

た
ん
な
る
可
能
性
の
問
題
で
あ
つ
て
、
現
実
の
労
働
者
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
と
。

グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
回
答
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、

シ
ェ
フ
ァ
ー
博
士
の
い
う
「
も
つ

ぱ
ら
心
理
的
な
る
」
効
果
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
こ
そ
安
全
弁
の
効
果
を
か
か
る
も
の
に
限
定
し
た
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
み
て
く
る
と
、
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
論
争
当
事
者
間
の
相
進
は
、
結
論
の
相
進
を
め
ぐ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
類
似

口
（
小
林
）

六
0
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で
い
う
。

の

安

全

弁

説

に
（
小
林
）

の
結
論
に
い
た
る
道
程
上
の
手
続
き
の
是
非
を
め
ぐ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ば
論
争
は
、

六

註

(
1
)
G
gd
r
i
c
h
 a
n
d
 D
a
v
i
s
o
n
,
 "
T
h
e
 F
r
o
n
t
i
e
r
 a
s
 S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
 "
 A
 R
e
j
o
i
n
d
&
r
,
"
 
i
n
 
Political 
S
c
i
e
n
c
e
 

LIii, J
u
n
e
 1938. 

(
2
)
I
b
i
d
.＂ 
p
.
2
7
0
 

(
3
)
 Ibid., 
P
.
2
6
8
 

(

4

)

（

5
)
B
i
d
.
"
 P
2
6
8
 

(

6

)

（

7
)
（

8
)
B
i
d
.
`
 
P
.
2
6
9

ま
た
移
住
者
の
子
供
の
出
生
地
を
調
ぺ
る
こ
と
に
よ
り
移
住
者
の
移
住
ル
ー
ト
を
知
る
方
法
は
、
独
創
的
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
そ
の
ル
ー
ト
の
一
部
分
し
か
示
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
9
)
I
b
i
d
.
＂ 
P
.
2
7
0
 七

、

論

争

後

Q
u
a
r
t
e
r
l
y
,
 
V
o
l
u
m
e
 

既
存
の
権
威
に
た
い
す
る
挑
戦
が
勝
利
を
収
め
る
た
め
に
は
、
挑
戦
者
み
ず
か
ら
が
、
新
し
い
権
威
と
し
て
古
き
に
代
り
う
る
も
の

を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
タ
ー
ナ
ー
ヘ
の
挑
戦
者
た
ち
は
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
資
質
を
も
つ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
透

徹
せ
る
論
理
と
豊
富
な
証
拠
と
は
、

タ
ー
ナ
ー
教
授
の
仮
設
を
砕
く
に
充
分
で
あ
っ
た
。
し
た
が
つ
て
論
争
後
に
あ
ら
わ
れ
た
ア
メ
リ

(

1

)

 

カ
の
経
済
史
や
労
働
運
動
史
の
研
究
が
、
そ
の
影
磐
を
多
か
れ
少
か
れ
蒙
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。

た
と
ば
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ボ
ガ
ー
ト
と
ロ
ナ
ル
ド
・
ケ
メ
ラ
ー
の
二
人
は
、
そ
の
一
九
四
二
年
の
「
ア
メ
リ
カ
人
の
経
済
史
」
の
な
か

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 V:,ilve Theory

• 

1l
つ
い
て

正
と
い
う
時
流
の
コ
ッ
プ
の
な
か
の
嵐
で
あ
っ
た
。

タ
ー
ナ
ー
説
の
根
本
的
な
修
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一
九
四
七
年
の
著
述
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
断
定
を
下
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

「
広
大
な
拡
が
り
を
も
つ
西
部
の
廉
価
な
土
地
が
、
ア
メ
リ
カ
人
の
経
済
史
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
誇
張
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。

…
…
 ．．．．．． 
非
常
に
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
廉
価
な
土
地
を
不
況
時
の
安
全
弁
と
み
な
す
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ミ
シ
ガ
ン
ま
た
は
ウ
イ

ス
コ
ン
シ
ン
の
廉
価
な
ま
た
は
自
由
で
す
ら
あ
る
土
地
が
、
た
と
え
ば
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
ま
た
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
失
業
せ
る
織
工
に
と
つ
て
、

(

1

)

 

と
る
に
足
ら
ぬ
慰
め
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
と
反
省
し
た
だ
け
で
も
了
解
で
き
る
。
…
…
…
…
」

と
。
キ
ャ
ロ
ル
・
ド
ガ
テ
ィ
ー
氏
の
一
九
四
一
年
の
「
ア
メ
リ
カ
産
業
の
労
働
問
題
」
も
、

『
•
•
…
…
…
·
け
れ
ど
も
ひ
と
は
、
自
由
地
の
提
供
す
る
機
会
を
だ
れ
で
も
利
用
で
き
た
と
想
像
し
て
は
な
ら
な
い
。
多
く
の
も
の
は
強
い
束
縛
を
有

し
た
た
め
に
、
振
い
た
っ
て
去
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
家
族
的
束
縛
、
諸
困
難
、
旅
行
の
危
険
は
、
労
働
人
口
の
完
全
な
る
移
動
性
の
障
碍

(

2

)

 

で
あ
っ
た
。
他
に
自
由
地
の
心
理
的
効
果
が
あ
り
、
そ
れ
は
間
接
的
に
労
働
問
題
と
関
係
が
あ
っ
た
」

(

3

)

 

と
い
う
。
た
だ
し
他
の
箇
所
で
は
、
自
由
地
の
効
果
を
か
な
り
認
め
て
い
る
文
章
が
散
見
で
き
る
。

安
全
弁
批
判
の
す
ぐ
れ
た
論
客
だ
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ャ
ノ
ン
教
授
は
、

そ
の
立
場
よ
り
し
て
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、

「
西
部
の
土
地
が
労
働
過
剰
を
救
済
し
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
に
か
な
り
の
労
働
者
階
級
が
発
生
し
て
以
来
、
そ
れ
が
安
全
弁
と
し
て
作
用
し
た
と
い
う

(
4
)
 

こ
と
は
、
も
は
や
真
面
目
に
は
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法
は
、
か
か
る
奇
蹟
を
働
か
せ
な
か
っ
た
」

と
。
お
な
じ
く
一
九
四
七
年
の
ル
イ
ス
・
ハ
ッ
カ
ー
教
授
の
「
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
勝
利
」
も
い
う
。

そ
の

「
西
部
の
土
地
は
、
わ
れ
わ
れ
の
み
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
実
際
的
意
味
に
お
い
て
も
自
由
で
は
な
く
、
か
く
て
完
全
な
る
非
所
有
者
が
た
ん
な
る

(

5

)

 

移
住
に
よ
っ
て
草
軽
が
け
で
立
ち
直
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
」

「
か
く
し
て
都
市
産
業
労
働
者
は
、
西
部
を
約
束
さ
れ
た
土
地
と
し
て
物
欲
し
げ
に
眺
め
た
も
の
の
、
そ
の
門
は
、
実
際
に
は
か
れ
ら
に
閉
ざ
さ
れ

(

6

)

 

て
い
た
」

口
（
小
林
）

...L. 

ノ‘
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い
つ
て
よ
い
。

(

9

)

 

い
る
け
れ
ど
も
・
・
…
…
．．．． 
」

口
（
小
林
）

六

「
フ
ロ
ン

と
。
ま
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ナ
ー
博
士
は
、
そ
の
名
著
「
合
衆
国
労
働
運
動
史
」
の
な
か
で
、
安
全
弁
説
に
つ
い
て
か
な
り
長
く

．
論
じ
て
い
る
。

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
し
て
タ
ー
ナ
ー
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
仮
説
に
批
判
的
な
の
は
当
然
の
帰
結
か
も
し
れ
な
い

「
し
か
し
な
が
ら
、
か
な
り
の
数
の
労
働
者
が
、
土
地
改
革
を
ば
労
働
者
階
級
を
向
上
せ
し
め
る
計
画
と
考
え
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
た
と
え

(

7

)

 

欲
し
た
に
し
て
も
、
西
部
へ
行
き
え
た
労
働
者
は
、
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
·
…
…
…
•
•
」

「
す
べ
て
の
労
働
者
が
こ
の
点
（
安
全
弁
効
果
の
こ
と
）
に
同
意
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
八
五
七
年
の
失
業
者
の
大
衆
集
会
の
と
き
、
労
働
者
た

(

8

)

 

ち
は
、
西
部
へ
の
移
住
に
全
力
を
集
中
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
を
ひ
つ
こ
ま
せ
た
。
」

「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
証
拠
は
、
労
働
者
の
西
部
へ
の
移
動
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

と
。
こ
の
最
後
の
引
用
文
の
譲
歩
形
態
か
ら
も
判
断
で
き
る
よ
う
に
、

テ
ィ
ヤ
ー
の
存
在
が
労
働
巡
動
の
発
展
に
真
の
重
要
な
影
孵
を
お
よ
ぼ
し
、
ま
た
労
働
者
階
級
の
状
態
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
い
ち
ぢ
る

(

1

0

)

 

し
く
影
孵
し
た
と
い
う
事
実
」
を
明
確
に
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
五
例
は
、
三
十
年
代
後
半
の
安
全
弁
説
批
判
の
結
果
を
し
め
す
若
干
の
例
に
す
ぎ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
、
安
全
弁

(

1

1

)

 

に
か
ん
す
る
現
在
の
思
想
の
大
勢
を
示
す
も
の
と
い
つ
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
労
働
運
動
史
家
の
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
や
ヘ
ン
リ
ー
・

(

1

2

)

 

ペ
ン
グ
な
ど
は
、
か
な
ら
ず
し
も
上
述
の
大
勢
に
賛
成
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
真
向
か
ら
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

そ
の
熟
れ
方
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
多
く
の
実
を
み
の
ら
せ
た
と

い
ず
れ
に
せ
よ
、
グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
た
ち
の
努
力
は
、

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
＾
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

け
れ
ど
も
、

そ
の
批
判
は
非
常
に
慎
重
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ナ
ー
は
、
安
全
弁
説
を
批
判
し
な
が
ら
も
、

L' 
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い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 T)Ieory

• 

に
つ
い
て

註

(
1
)
E
r
n
e
s
t
 L
.
B
o
g
a
r
t
 a
n
d
 D
o
n
a
l
d
 L• 

K
e
m
m
e
r
e
r
 ̀
E
8ミ
o
m
i
c

H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 the 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
People. 
1942. 
P
P
.
2
2
7
 ~
2
2
8
 

(

2

)

 

C
a
r
r
o
l
 
R. D
a
u
g
h
e
r
t
y
,
 L
a
b
o
r
 P
r
o
b
l
e
m
s
 in 
A
m
e
r
i
c
a
n
 I
n
d
u
s
t
r
y
 ̀
 1941. 
P
.
3
8
 

(
3
)

「
労
働
問
題
に
た
い
す
る
自
由
地
の
経
済
的
効
果
は
、
よ
り
直
接
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
賃
金
お
よ
び
そ
の
他
の
労
働
条
件
を
規
制
す
る

も
の
と
し
て
作
用
し
た
。

．．．．．．．．． 
賃
金
は
、
労
働
者
の
稀
少
と
と
も
に
上
昇
し
、
通
常
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
同
様
な
労
働
者
の
そ
れ
よ
り
も
、

は
る
か
に
高
か
っ
た
」
と
。

(Ibid.,
P
.
3
8
)
 

(
4
)
 F
r
e
d
e
r
i
c
 A
l
b
e
r
t
 S
h
a
n
n
o
n
,
 A
m
e
r
i
c
a
'
s
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 G
r
o
w
t
h
,
 
1
9
4
7
 ̀
 P.
3
6
9
 

(
5
)
 L
o
u
i
s
 
M: H
a
c
k
e
r
,
 
T
h
e
 
T
r
i
u
m
p
h
 o
f
 A
m
e
r
i
c
a
n
 
C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
,
 
1947, 
P
.
2
0
1
 

(
6
)
I
b
笠
,
P
.
2
0
3
±
:
-
れ
ど
も
ハ
ッ
カ
ー
教
授
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
条
件
を
附
し
て
い
る
。
「
：
・
：
・
・
・
・
西
部
を
『
安
全
弁
』
と
み
る
や
や
粗
雑
な

る
理
論
、
す
な
わ
ち
西
部
が
起
る
か
も
し
れ
な
い
社
会
的
不
満
に
た
い
す
る
安
全
装
置
と
し
て
、
ま
た
固
定
化
し
よ
う
と
す
る
階
級
社
会
の

矯
正
者
と
し
て
作
用
し
た
と
い
う
説
に
た
い
す
る
こ
の
修
正
は
、
け
れ
ど
も
、
平
等
化
の
力
と
し
て
の
西
部
の
役
割
を
誼
視
す
る
考
え
方
を

決
し
て
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
。

(Ibid.,
P
.
2
0
2
)
 

(
7
)
 P
h
i
l
i
p
 
S. Foner• 

H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 the 
L
a
b
o
r
 M
o
v
e
m
e
n
t
 in 
the 
U
n
i
t
e
d
 states, 
1
9
4
7
 
V
o
l
u
m
e
 I. 
P
.
1
8
7
 

(
8
)
（

9
)
（

1
0
)
I
b
i
d
.
"
 P
.
4
4
2
 

(11)
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
安
全
弁
説
を
明
言
す
る
。
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
は
、
そ
の
廉
価
な
土
地
を
も
っ
て
、
た
え
ず

太
西
洋
沿
岸
を
涸
ら
し
た
の
で
あ
る
」
。

(
F
o
s
t
e
r
R
h
e
a
 Dulles,_ 
L
a
b
o
r
 in 
A
m
e
r
i
c
a
:
 
a
 H
i
s
t
o
r
y
,
 
1950. 
P. 
1
1
)「
…
•
•
•
さ
ら
に

拡
大
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
は
、
こ
の
時
代
(
+
九
世
紀
前
半
の
こ
と
）
に
お
い
て
、
廉
価
な
る
土
地
の
容
易
な
る
利
用
可
能
性
ま
た
は
西

部
定
住
地
で
一
つ
の
職
業
を
営
む
た
め
の
大
な
る
機
会
に
魅
せ
ら
れ
た
る
多
数
の
労
働
者
を
ひ
き
去
り
つ
づ
け
た
」

(Ibid.,
P.25)
。
も
ち

ろ
ん
ダ
レ
ス
は
十
九
世
紀
末
に
は
安
全
弁
の
閉
ぢ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
け
れ
ど
も
、
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
社
会
の
独
立
と
個
人
主
義

と
は
、
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
労
働
者
が
賃
金
労
働
者
た
る
こ
と
を
永
久
に
受
け
い
れ
る
こ
と
を
、
そ
の
反
対
の
あ
ら
ゆ
る
証
拠
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
低
と
ん
ど
不
可
能
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
」
と
。

(
I
b
i
d
P
.
9
8
)
 

(
1
2
)ペリ
ン
グ
は
、
と
く
に
十
九
世
紀
前
半
に
つ
い
て
い
う
。
「
…
•
•
•
か
れ
ら
の
移
動
は
、
東
部
に
留
ま
っ
た
労
働
者
の
地
位
を
少
く
と
も
容
易

に
し
、
か
れ
ら
を
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
の
新
移
民
に
う
ち
か
つ
こ
と
を
、
よ
り
以
上
に
可
能
な
ら
し
め
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ

の
時
期
の
労
働
者
に
た
い
す
る
『
安
全
弁
』
と
し
て
の
移
動
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
の
効
果
は
、
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。

(
H
e
n
r
y

Pellin~, 

A
m
e
r
i
c
a
n
 L
a
b
o
r
1
 Chica~o, 

1960, 
P
,
4
5
)
 

ロ
（
小
林
）

六
四
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メ
リ
カ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
に
つ
い
て
の
詳
細
を
極
め
た
る
最
新
の
研
究
の
な
か
で
、
そ
の
点
を
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
描
い
て
い
る
。

(

1

)

 

「
·
…
•
•
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
の
機
会
を
利
用
せ
ん
と
望
ん
だ
も
の
は
、
お
そ
ら
く
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
な
し
え
た
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
」

「
ほ
と
ん
ど
の
新
し
い
地
域
を
占
有
し
た
の
は
、
近
隣
地
方
か
ら
の
訓
練
さ
れ
た
農
民
た
ち
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
、
新
た
に
廉
く
生
活
を
始
め
る

た
め
の
開
拓
技
術
か
、
ま
た
は
土
地
を
し
て
生
産
を
お
こ
な
わ
し
め
る
に
必
要
な
資
本
の
い
ず
れ
か
を
有
つ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
疑
い
な

い
。
だ
が
東
部
よ
り
西
部
の
土
地
へ
の
農
業
労
働
者
の
絶
え
ざ
る
流
出
は
、
東
部
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
済
ま
な
か
っ
た
。
西
部
へ
向
け
て
流
れ

て
い
っ
た
多
く
の
も
の
は
、
も
し
そ
う
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
工
場
仕
事
を
探
し
に
都
市
へ
入
り
こ
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
は
、

潜
在
的
労
働
者
を
排
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
『
安
全
弁
」
と
し
て
作
用
し
た
。
が
南
北
戦
争
後
の
時
代
に
は
、
開
拓
地
域
と

産
業
地
域
と
の
間
の
開
き
が
広
ま
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
影
轡
す
ら
も
が
減
退
し
た
。
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
の
彼
方
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ー
は
、
産
業
の
東
部
か

ら
よ
り
は
む
し
ろ
近
接
す
る
嬰
業
地
域
か
ら
、
そ
の
定
住
者
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
西
漸
発
展
の
歴
史
を
つ
う
じ
て
、
富
と
技
術
と
距

(

2

)

 

離
に
恵
ま
れ
た
る
農
民
こ
そ
が
、
平
均
的
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
人
で
あ
っ
た
」

と
。
右
の
一
節
は
、

こ
の
論
文
の
結
び
の
句
と
し
て
も
適
当
し
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
最
後
に
い
さ
さ
か
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
タ
ー
ナ
ー
教
授
を
弁
護
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
批
判
者
た
ち
は
か
れ
の
仮
設
を

う
ち
破
る
の
に
性
急
な
あ
ま
り
、

そ
の
仮
設
の
設
定
さ
れ
た
事
情
を
無
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

氏
は
、
か
な
り
慎
重
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
明
が
未
開
の
荒
野
と
接
す
る
と
こ
ろ
で
絶
え
ず
生
ず
る
と
こ
ろ
の
人
と
社
会
の
再
生

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

結
論
的
に
い
う
な
ら
ば
、

『
安
全
弁
』
の
作
用
は
間
接
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

八
、
あ

と

カこ

き

口
（
小
林
）

六
五

こ
の
意
味
で
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス

レ
イ
・
ア
レ
ン
・
ビ
リ
ン
グ
ト
ン
氏
は
、

そ
の
ア
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り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

だ
さ
れ
う
る
と
い
う
。
け
れ
ど
も
両
匁
の
剣
と
い
う
の
は
―
つ
の
事
物
の
両
面
に
す
ぎ
ず
、
問
題
は
そ
の
事
物
そ
の
も
の
の
究
明
で
あ

っ
た
。
こ
の
論
文
の
目
的
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
昧
で
は
、
果
さ
れ
る
べ
き
目
的
は
、
ほ
ぽ
果
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

な
お
安
全
弁
理
論
が
「
両
刃
の
剣
」

る。

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」
＾
S
a
f
e
t
y
 
V
a
l
v
e
 Theory;:,> Jd. 
つ
い
て

(

6

)

 

で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
は
、
は
な
は
だ
輿
味
深
い
。

い
か
に
も
あ

(
r
e
b
i
r
t
h
 
a
n
d
 r
e
g
e
n
e
r
a
t
i
o
n
)

と
い
う
も
の
が
、
タ
ー
ナ
ー
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
仮
設
の
骨
子
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

「
再
生
は
経
済
分
析
よ
り
は
む
し
ろ
神
話
の
領
域
で
あ
る
。
し
か
し
普
通
に
は
タ
ー
ナ
ー
は
、
か
れ
の
隠
喩
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
れ
を
構
造
的

原
理
も
し
く
は
認
識
手
段
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
己
の
論
理
的
命
題
を
説
明
し
、
か
つ
生
き
生
き
と
せ
し
め
る
た
め
に
用
い
た
の
で
あ
る
。
す

(

3

)

 

な
わ
ち
か
れ
は
、
そ
れ
を
修
辞
的
に
用
い
た
の
で
あ
っ
て
、
詩
的
に
で
は
な
か
っ
た
」

の
で
あ
る
。
そ
の
例
は
、

氏
に
よ
れ
ば
、

こ
の
論
文
の
第
三
章
の
第
一
節
「
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
タ
ー
ナ
ー
の
安
全
弁
説
」
の
な
か
に
引
用
さ
れ
て
い
る

タ
ー
ナ
ー
の
二
つ
の
文
章
、
ど
く
に
そ
の
後
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
の

、
、
、
、

「
魔
法
の
泉
と
い
う
言
葉
は
、
理
性
的
構
造
を
有
す
る
節
の
末
尾
に
あ
る
修
辞
的
装
飾
に
す
ぎ
な
か
っ
た
・
…
…
…
・
・
し
か
し
、
と
き
に
は
、
と
く
に

神
秘
的
な
力
の
源
泉
と
し
て
の
自
然
と
い
う
概
念
が
い
と
も
生
き
生
き
と
だ
さ
れ
る
場
合
に
は
、
タ
ー
ナ
ー
の
隠
喩
は
、
そ
れ
自
体
認
識
の
手
段
と

(

4

)

 

な
り
、
推
論
に
と
つ
て
代
る
お
そ
れ
が
あ
る
：

．．．．．．．．．． 
」

(

5

)

 

の
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
安
全
弁
説
が
、
ま
っ
た
く
の
隠
喩
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
正
し
く
な
い
。
少
く
と
も
そ
う
は
考

え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
タ
ー
ナ
ー
教
授
の
仮
設
の
こ
の
限
界
は
、
安
全
弁
仮
設
を
考
え
る
場
合
に
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

(
a
 
t
w
o
 ,
 
e
d
g
e
d
 
w
e
a
p
o
n
)
 

(

7

)

 

た
と
え
ば
マ
コ
ー
レ
ー
卿
の
書
箇
や
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
作
品
に
、
安
全
弁
説
の
反
民
主
々
義
的
性
格
が
み
い

口
（
小
林
）

六
六

ス
ミ
ス
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註

(
1
)
R
a
y
 A
l
l
e
n
 
Billington, 
W
e
s
t
w
a
,、d
E
4
}
ansion; 
A
 H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 the 
A
m
e
r
i
cミ
n
Frontier, 
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1
9
6
0
,
 
P
.
9
 

(
2
)
 Ibid., 
P.10
で
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
の
影
響
が
間
接
的
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
の
状
應
に
も
っ
と
直
接
的
に
作
用
し
た
も
の
は

何
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
各
論
者
の
意
見
は
一
致
し
て
い
る
。
グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
も
し
当
時
の
ア

メ
リ
カ
の
賃
金
労
働
者
が
実
際
に
他
国
の
労
働
者
よ
り
も
広
範
な
機
会
を
も
つ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
遥
か
な
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ

ー
の
存
在
よ
り
は
、
工
業
部
門
の
雇
傭
の
急
速
な
る
増
大
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
説
明
が
つ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
」

(
G
o
o
d
r
i
c
h
a
n
d
 

D
a
v
i
s
o
n
,
 op. 
cit., 
1
9
3
6
,
 
P
.
1
1
6
)

と
。
ま
た
ダ
ン
ホ
フ
教
授
は
い
う
、
「
新
し
い
農
業
地
西
部
へ
多
額
の
富
が
移
動
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
か
の
若
い
東
部
産
業
の
経
済
が
急
速
に
発
展
し
続
け
た
能
力
は
、
本
質
的
に
は
、
東
部
産
業
の
生
産
力
と
収
益
力
と
が
高
賃
金
を
可
能

な
ら
し
め
た
と
い
う
事
実
を
証
明
し
た
」

(
D
a
n
h
o
f
,

op.cit., 
P
.
3
5
9
)

と
。
ヨ
ゼ
フ
・
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
教
授
の
見
解
も
同
様
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
の
存
在
が
軋
礫
の
可
能
性
を
大
い
に
縮
減
せ
し
め
る
に
与
つ
て
力
の
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
も

っ
と
も
こ
の
要
素
の
重
要
性
は
、
成
程
軽
視
し
え
な
い
も
の
で
は
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
一
般
に
は
ど
う
も
過
大
に
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
む
し
ろ
急
速
な
ピ
ッ
チ
で
の
産
業
的
発
展
が
不
断
に
新
し
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
ー
を
創
造
し
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
実
の
方

が
、
家
を
た
た
ん
で
西
部
に
移
住
す
る
と
い
う
機
会
の
存
在
よ
り
も
は
る
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
。
（
ヨ
ゼ
フ
・
ツ
ュ
ム
ペ
ー
タ

ー
、
「
資
本
主
義
、
社
会
主
義
、
民
主
々
義
」
中
山
・
東
畑
訳
六

0
三
頁
）
0

．

(
3
)
 H
e
n
r
y
 N
a
s
h
 S
m
i
t
h
,
 
Virgin 
L
a
n
d
,
 1
9
5
7
.
 
P
.
2
9
7
 

(
4
)
I
b
i
d
.＂ 
P
.
2
9
7
 

(

5

)

グ
ッ
ド
リ
チ
と
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
は
い
う
。
タ
ー
ナ
ー
の
後
継
者
た
ち
の
な
か
に
は
、
タ
ー
ナ
ー
の
安
全
弁
説
の
意
味
は
象
徴
的
な
も
の
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
そ
れ
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
タ
ー
ナ
ー
自
身
は
そ
う
は
考
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
「
安
全

弁
」
と
し
て
の
西
部
と
い
う
と
き
、
か
れ
は
、
あ
き
ら
か
に
現
実
の
賃
金
労
働
者
の
具
体
的
な
移
動
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
と
。

(
G
o
o
d
r
i
c
h
 a
n
d
 D
a
v
i
s
o
n
,
 
T
h
e
 W
a
g
e
-
E
a
r
n
e
r
 in 
t
h
e
 
W
e
s
t
w
a
r
d
 M
o
v
e
m
e
n
t
.
 I., 
1
9
3
5
,
 
P
P
.
1
6
2
~
1
6
3
)
 

(
6
)
 H
e
n
r
y
 S
m
i
t
h
,
 op. 
cit., 
P.24〇
「
そ
の
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
そ
の
理
論
は
両
匁
の
剣
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
論
は
、
窮
貧
者
や
被

搾
取
者
の
た
め
に
機
会
を
開
放
せ
ん
と
し
た
人
道
主
義
的
改
革
論
者
た
ち
の
掌
中
に
お
い
て
は
、
ま
た
は
そ
の
阪
図
の
急
速
な
発
展
を
助
長

い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
 Tlt~ory

• 

J,! .~;,, 

て

わ
れ
る
。

口
（
小
林
）
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い
わ
ゆ
る
「
安
全
弁
説
」

A
S
a
f
e
t
y
 V
a
l
v
e
 Theory

• 

に
つ
い
て

せ
ん
と
欲
し
た
西
部
人
に
と
つ
て
は
有
用
で
あ

a
た
が
、
そ
れ
は
、
国
家
の
将
来
の
繁
栄
は
、
定
住
の
た
め
に
開
か
れ
た
る
土
地
の
利
用
可

能
性
の
い
か
ん
に
よ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
」
も
し
自
由
地
が
限
界
に
達
し
た
湯
合
は
、
ど
う
な
る
か
？

「
安
全
弁
理
論
は
、
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
も
人
口
溢
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ご
と
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し

て
合
衆
国
の
未
普
有
の
幸
運
を
説
く
人
々
に
よ
っ
て
、
不
快
な
ほ
ど
力
づ
よ
く
描
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
旧
世
界
の
疾
息
は
、
新
世
界
の

疾
患
と
な
ろ
う
。
」
ア
メ
リ
カ
人
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
が
ご
と
く
大
都
会
に
堆
栽
さ
れ
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
し
か
る
が
ご
と
く
に

相
食
む
い
た
る
』
（
一
七
八
七
年
。
ハ
リ
よ
り
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
書
き
お
く
っ
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
手
紙
）
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
『
ま
ず
第
一
に
無
秩
序
と
略
奪
と
が
来
り
、
次
い
で
各
派
の
斗
争
と
内
乱
が
、
最
後
に
は
軍
事
独
裁
が
来
り
、
無
秩
序
と
強
奪
と
の
耐

え
が
た
き
悪
の
た
め
に
、
す
ぺ
て
が
そ
の
独
裁
の
手
中
へ
と
追
い
や
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
』

(
T
h
o
m
a
s

R
.
 
D
e
w
 of William, 1
8
3
6
)
 

と。

(

7

)

 

I
b
i
d
.
,
 
P
.
2
4
3

マ
コ
ー
レ
ー
卿
が
一
八
五
七
年
に
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ン
の
伝
記
者
宛
に
認
め
た
有
名
な
書
簡
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
シ
ー

ザ
ー
の
ご
と
き
人
物
も
し
く
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ご
と
き
人
物
の
い
ず
れ
か
が
、
強
力
に
政
権
を
奪
取
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
く
ば
、
あ
な

た
の
共
和
国
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
が
五
世
紀
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
ご
と
く
、
二
十
世
紀
に
お
い
て
、
野
蛮
人
の
た
め
に
恐
ろ
し
い
ほ
ど
略

奪
さ
れ
、
荒
廃
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
相
違
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
を
破
製
し
た
フ
ン
族
や
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
族
が
外
部
よ
り
来
た
の
に
た

い
し
、
あ
な
た
の
フ
ン
族
や
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
族
は
、
あ
な
た
の
国
自
身
の
制
度
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
自
身
の
国
に
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
。
い
わ
ば
こ
こ
で
は
、
西
部
は
、
貧
者
の
あ
り
う
ぺ
き
暴
力
に
た
い
す
る
富
者
の
財
産
保
護
の
安
全
弁
と
考
え
ら
れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

（

お

わ

り

）

⇔
（
小
林
）

六
八




